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国
鉄
労
働
組
合
は
七
月
二
八
日
～
二
九
日
、
新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い
る
第
７
波

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
の
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
と
Ｊ
Ｒ
の
労
働
条
件
改
善
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
む
非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
と
処
遇
改
善
、
憲
法
改
悪
反
対
、
原
発
再
稼
働
反
対
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、
二
○
二
三
年
春
闘
の
勝
利
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡
大
に
集
約
し
な
が
ら
全
力
で
闘
い
抜

く
た
め
、
向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。 

第
九
〇
回
定
期
全
国
大
会
で
は
「
闘
争
指
令
第
一
号
」
の
総
括
を
行
い
、
さ
ら
に
は
全
職
場
か
ら
具
体
的
目
標
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
展
開
し

な
が
ら
、
各
エ
リ
ア
・
地
方
の
努
力
の
下
、
多
く
の
組
織
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
教
訓
に
基
づ
き
「
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

中
間
総
括
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
労
が
培
っ
て
き
た
「
運
動
・
組
織
・
財
政
」
を
次
世
代
の
仲
間
へ
の
継
承
と
さ
ら
な
る
運
動
の
発
展
に
向
け
国
労

組
織
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。 

昨
年
一
〇
月
四
日
に
発
足
し
た
岸
田
内
閣
は
、
自
民
党
の
党
是
で
あ
る
「
憲
法
改
正
」
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
第
四
九
回
衆

議
院
議
員
選
挙
以
降
、
改
憲
勢
力
の
後
押
し
に
よ
り
改
憲
に
向
け
た
動
き
を
更
に
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。 

一
方
で
今
年
二
月
二
四
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
開
始
以
降
、
多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
と
な
り
世
界
中
か
ら

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
と
平
和
的
解
決
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
自
民
党
や
日
本
維
新
の
会
な
ど
一
部
野
党
は
「
核
武
装
な
し
に
日
本
は
守

れ
な
い
」
と
し
て
米
国
と
核
を
共
有
す
る
『
核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
』
な
ど
非
核
三
原
則
を
見
直
す
べ
き
と
の
主
張
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
き
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
憲
法
九
条
に
反
す
る
ば
か
り
か
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
国
民
と
し
て
断
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

七
月
一
〇
日
に
投
開
票
さ
れ
た
第
二
六
回
参
議
院
議
員
選
挙
は
、
自
民
党
が
改
選
議
席
の
過
半
数
を
獲
得
し
衆
参
両
院
と
も
に
改
憲
勢

力
は
三
分
の
二
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
憲
法
改
正
論
議
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。 

沖
縄
で
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
め
立
て
工
事
が
強
行
さ
れ
て
き
た
が
、
参
院
選
で
は
自
民
党
が
新
基
地
建
設
「
容
認
」
の
姿
勢
を

初
め
て
明
確
に
打
ち
出
し
た
な
か
で
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
推
薦
の
伊
波
洋
一
氏
が
僅
差
で
当
選
し
た
。
九
月
に
沖
縄
県
知
事
選
が
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
改
め
て
沖
縄
県
民
の
民
意
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
基
地
建
設
反
対
の
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
十
一
年
が
経
過
し
た
。
被
災
地
で
は
住
宅
は
再
建
さ
れ
て
も
多
く
の
住
民
は
帰
還
で
き

ず
、
依
然
と
し
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
追
い
打
ち
を
か
け
地
域
社
会
の
切
迫
し
た
課
題
は
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
支
援
で
あ
る
住
宅
提
供
な
ど
の
打
ち
切
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え

て
国
と
東
電
は
二
年
後
に
は
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
避
難
者
の
補
償
問
題
や
風
評
被
害
な
ど
へ
対
応
を
含
め

て
原
発
再
稼
働
阻
止
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
政
策
転
換
と
脱
原
発
社
会
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

他
方
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
二
〇
二
一
年
度
決
算
は
、
昨
年
度
決
算
か
ら
大
幅
に
改
善
は
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
貨
物
会
社
を
除
き
、
い
ず
れ

も
赤
字
を
計
上
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
二
二
春
闘
で
は
各
社
と
も
定
期
昇
給
は
実
施
さ
れ
た
が
期
末
手
当
は
昨
年
度
に
続
き
低
額
回
答
が
示
さ
れ

る
結
果
と
な
り
、
生
活
に
困
窮
す
る
組
合
員
・
家
族
か
ら
は
不
満
と
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
同
時
に
Ｊ
Ｒ
各
社
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

営
収
支
を
背
景
に
急
速
に
要
員
削
減
と
効
率
化
を
相
次
い
で
提
案
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
委
託
化
や
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
無
人
化
に
よ
り

人
件
費
の
削
減
と
マ
ル
チ
タ
ス
ク
（
多
能
工
化
）
を
推
し
進
め
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
い
て
も
労
働
条
件
の
悪
化
が
進
行
し
て
い

る
な
か
で
、
契
約
社
員
の
労
働
条
件
改
善
や
雇
い
止
め
の
解
消
や
正
社
員
化
の
実
現
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
に
基
づ
く
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
り
真
の
働
き
方
改
革
の
実
現
と
格
差
是
正
に
向
け
、
全
力
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

Ｊ
Ｒ
職
場
で
は
国
鉄
世
代
が
大
量
退
職
に
よ
り
急
激
な
世
代
交
代
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
鉄
道
の
安
全
輸
送
へ
の
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
福
知
山
線
及
び
羽
越
本
線
で
の
脱
線
事
故
か
ら
一
七
年
目
を
迎
え
た
現
在
も
事
故
の
教
訓
は
生
か
さ
れ
な
い
ま
ま
Ｊ
Ｒ
各
社
と
も
重
大
な
イ

ン
シ
デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
た
な
い
。
ま
た
、
地
方
交
通
線
の
維
持
・
存
続
は
Ｊ
Ｒ
各
社
か
ら
Ｊ
Ｒ
路
線
別
の
収
支
や
輸
送
人
員
が
公

表
さ
れ
、
国
土
交
通
省
も
『
鉄
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
』
を
設
置
し
、
議
論
を
重

ね
て
き
た
が
、
七
月
二
五
日
に
は
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。
地
域
公
共
交
通
を
「
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い

く
の
か
」
は
全
国
的
に
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
利
用
者
や
地
域
の
視
点
に
立
ち
、
全
て
の
交
通
・
運
輸
労
働
者
と
の
共
闘
や
連
帯
を
深
め
、

「
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨

物
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
Ｊ
Ｒ
会
社
発
足
当
時
か
ら
抱
え
る
構
造
矛
盾
の
抜
本
的
な
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
も
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
れ
ら
の
山
積
す
る
諸
課
題
の
な
か
で
、
全
国
で
築
き
上
げ
て
き
た
組
織
拡
大
の
条
件
を
結
実
さ
せ
る
べ
く
、
不
退
転
の
決
意
で
組
織
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
結
成
か
ら
七
六
年
が
経
過
し
、
将
来
を
担
う
次
世
代
の
仲
間
が
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
職
場
で
の
労

働
条
件
改
善
や
待
遇
改
善
に
向
け
た
日
常
不
断
の
地
道
な
運
動
の
積
み
重
ね
を
継
承
し
、
さ
ら
に
国
労
運
動
の
礎
と
す
る
た
め
、
全
職
場
・
全
機

関
が
総
力
を
上
げ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
誓
い
合
う
も
の
で
あ
る
。 

右
、
宣
言
す
る
。 

二
〇
二
二
年
七
月
二
九
日 

国
鉄
労
働
組
合
第
九
一
回
定
期
全
国
大
会 


